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2.1

21世紀の扉が開いた今､私たちは輝く未来を創り
たい｡自分を生かし､他人を認め､女も男も共にいき
いきした暮らしができるまち我孫子にするために、
ここに「男女共同参画都市」を宣言します。
1私たちは男女がお互いの人権を尊重する我孫子
にします。

2私たちは､社会のあらゆる分野で､男女が平等に
参画する我孫子にします。

3私たちは､男女が一人ひとり自立し､責任を分か
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ち合う我孫子にします。一
一

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
市
独
自
の
条
例
を
制
定

ことばの説明
都
市
計
画
法
が
地
方
分
権
一
括
法
に
沿
っ
て
改
正
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
全
国
一
律
の
基
準
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
市

独
自
の
条
例
が
制
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

市
で
は
昨
年
担
月
、
「
我
孫
子
市
開
発
行
為
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
へ
周
知
期
間
を
経
て
４
月
か
ら
施
行
し
ま
す
。
合
わ
せ
て

緑
地
に
関
す
る
条
例
も
改
正
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
条
例
の
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎開発行為

建築物の建築などを目的に、敷地の区画を変更

したり、切土・盛土の造成工事で土地の形状など
を変更すること。

開発行為に関する主な変更点
吟変更後(条例）現行

◎開発行為の許可が必要な範囲を拡大
無秩序な市街化を防止します
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◎宅地一区画の最低面積を大きく

良好な倖環境を形成します

上空 見た我孫子市から 今

①
許
可
が
必
要
な
範
囲
を
拡
大

３
０
０
㎡
以
上
の
開
発
は
「
開
発

行
為
の
許
可
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
５
０
０
㎡
以
上
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
無
秩
序
な
市
街
化

を
防
止
し
ま
す
。

※
「
景
観
条
例
」
「
紛
争
の
予
防
と

調
整
に
関
す
る
条
例
」
の
適
用
も
、

３
０
０
㎡
以
上
と
な
り
ま
す
。

②
宅
地
の
区
画
面
積
を
大
き
く

開
発
行
為
の
場
合
、
ひ
と
つ
の
宅

地
の
最
低
敷
地
面
積
を
定
め
て
い
ま

す
。
市
街
化
区
域
（
市
街
化
を
促
進

す
る
区
域
）
で
は
、
原
則
１
２
０
㎡

以
上
で
し
た
が
、
あ
ら
た
に
１
３
５

㎡
以
上
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
保
全

条
例
で
定
め
る
区
域
は
２
０
０
㎡
以

上
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
良
好
な
住
環
境
づ

く
り
と
宅
地
内
緑
化
を
促
進
し
ま
す
。

③
調
整
区
域
に
お
け
る
沿
道
サ
ー
ビ

■■
開
発
行
為
に
関
す
る
条
例

発
市街化区域で
120m2以上 市街化区域で135m2以上

(指導要綱による）
ｰ＝ー－－ － － ＝ － ｰ－－－－＝－．．＝‐‐＝

◎市に提供する公園(緑地)を拡大

緑の確保に努めます ス
を
限
定

市
街
化
調
整
区
域
（
市
街
化
が
進

む
の
を
抑
制
す
る
区
域
）
で
、
沿
道

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
や
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
を
建
築
す
る
た

め
の
開
発
行
為
は
、
国
・
県
道
に
限

り
許
可
対
象
と
な
り
ま
す
。

④
道
路
な
ど
の
基
準
を
明
確
に

良
好
な
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め

に
、
開
発
行
為
に
お
い
て
の
道
路
・

排
水
施
設
等
の
公
共
施
設
の
整
備
基

準
篁
疋
め
ま
し
た
。

⑤
公
園
悪
地
）
の
面
積
拡
大

開
発
区
域
面
積
３
０
０
０
㎡
以
上

の
場
合
、
全
体
面
積
の
６
％
以
上
の

面
積
の
公
園
（
緑
地
）
を
整
備
し
、

市
に
提
供
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ま

し
た
。
従
来
は
、
開
発
指
導
要
綱
に

よ
っ
て
５
％
の
提
供
を
要
請
し
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
緑
の
確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

開発面積の5％開発面積の6％
（指導要綱による）

※開発区域面積が3000m2以上の場合

緑化基準の変更点(集合住宅の場合）
＝一一三一．－．

敷地面積101000m2，建物の建築面積3,000m2の場合

現行 変更後
「
開
発
行
為
に
関
す
る
条
例
」
の

制
定
に
伴
い
「
緑
地
等
の
保
全
及
び

緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
改

正
し
、
新
た
な
基
準
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
開
発
指
導
要
綱
の
緑

化
基
準
で
は
、
集
合
住
宅
に
つ
い
て

※
商
業
．
近
隣
商
業
地
域
を
除
く

⑥
駐
車
場
な
ど
の
公
益
施
設

駐
車
場
、
自
転
車
置
き
場
、
ご
み

集
職
所
な
ど
の
公
益
施
設
が
、
開
発

行
為
に
伴
い
必
要
に
な
る
場
合
（
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
）
、
整
備
す
る
基
準

を
定
め
ま
し
た
。

⑦
負
担
金
は
廃
止

こ
れ
ま
で
、
事
業
者
に
緑
地
保
全

負
担
金
と
清
掃
工
場
建
設
負
担
金
を

求
め
て
き
ま
し
た
が
、
法
的
な
根
拠

は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

負
担
金
は
最
終
的
に
住
宅
の
価
格
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
す
こ
し
で

も
低
価
格
に
な
る
よ
う
廃
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
宅
地
課

緑
地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
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建物を除いた敷地面積
（空地面積）の25％

10,000m2-3,000m2=7,000m2
の25%=1,750m2を緑化’敷地面積の10％

11000m2を緑化 は
、
市
に
提
供
す
る
公
園
（
緑
地
）

以
外
に
敷
地
面
識
の
、
％
を
緑
化
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
新
基
準

で
は
同
様
の
緑
化
を
、
敷
地
面
種
か

ら
建
物
の
建
築
面
積
を
除
い
た
面
種

（
空
地
面
積
）
の
お
％
に
つ
い
て
行

、

全
国
一
律
の
法
律
で
開
発
の
基

準
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地

域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
で
し
た
。

法
を
補
完
す
る
市
の
「
指
導
要
綱
」

も
、
そ
の
効
力
や
内
容
に
限
界
が

あ
り
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
視
点
で
都
市
計
画

法
が
改
正
さ
れ
、
ま
だ
十
分
と
は

言
え
な
い
も
の
の
、
一
定
の
範
囲

で
地
域
に
応
じ
た
開
発
基
準
を
、

自
治
体
の
判
断
で
条
例
と
し
て
制

定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

緑
の
保
全
と
創
出
を
重
視

市
長
福
嶋
ｗ
若
静
〃

雨。県民税と所得税の申告
2月18日(月)から

3月15日(金)まで

<詳細は(2)面に掲載しています〉

、

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
差
図
参
照
）

ざ
ら
に
、
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
保

全
条
例
で
定
め
る
区
域
は
、
空
地
面

穂
の
”
％
を
緑
化
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。こ

れ
ら
に
よ
り
、
従
来
の
基
準
に

比
べ
一
層
の
緑
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

こ
れ
は
大
き
な
進
歩
で
す
。

我
孫
子
市
で
は
こ
の
法
改
正
を

最
大
限
に
生
か
し
、
条
例
の
制
定

と
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
と
く
に

緑
地
の
保
全
と
創
出
を
重
視
し
、

全
市
的
に
基
準
を
強
化
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
市
内
一
律
の
考
え
方
で

な
く
、
手
賀
沼
沿
い
で
は
２
倍
の

緑
化
基
準
に
す
る
な
ど
、
手
賀
沼

の
自
然
と
景
観
に
配
慮
し
た
も
の

に
し
て
い
ま
す
。

我
孫
子
ら
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

2月1旧(祝)午前2時から市内局番が変更に

市内から、市内や旧@471地域へ電話するときは、次のよ

うになります｡(市外からかけるときは今まで通り）・

変更前△△一口|nnn

変更後71△△一口nnn(アタマに71をつける）

問い合わせ総務省関東総合通信局窓03-3243-8631
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安心とゆとりの健康福祉都市をめざして
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市
。
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告

２
月
躯
日
（
月
）
か
ら
３
月
燗
日
（
金
）
ま
で

今
年
の
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

お
住
ま
い
で
、
昨
年
１
年
間
に
所
得

が
あ
っ
た
方
は
、
所
得
税
（
確
疋
申

告
）
か
市
・
県
民
税
の
ど
ち
ら
か
一

方
の
申
告
が
必
要
で
す
。

所
得
税
を
計
算
し
て
納
税
と
な
る

方
や
所
得
税
の
還
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
確
定
申
告
が
、
所
得
税
額

の
な
い
方
は
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

た
だ
し
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
、

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
行
い
、
か
つ

市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
響
が
提
出

さ
れ
て
い
る
場
合
は
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

確
疋
申
告
が
必
要
な
方
は
、

１
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
方

２
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲

渡
が
あ
っ
た
方

３
予
定
納
税
額
の
あ
る
方

４
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
①
給

与
収
入
金
額
（
年
収
）
が
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
方
②
給
与
以
外
の

所
得
が
加
万
円
を
超
え
る
方
③
２

カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、
従
た

申
告
が
必
臺
蕊
洞

ま
せ
ん
。

所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
用
紙
を
お
使
＊
印
鑑
（
認
印
）
＊
黒
ボ
ー
ル
ペ
税
の
納
付
確
認
書
な
ど
の
原
本
）

し
て
い
る
方
③
収
入
は
あ
る
が
、

０
０
０
０
８
０
０
９
１
０
１
１
０
１
１
０
０
１
１
１
０
０
０
１
０
０
１
０
ｌ
０
９
１
１
１
０
０
０
０
１
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
１
０
０
０
０
１
１
９
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０
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１
１
１
１
１
８
１
０
０
１
０
１
１
１
１
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
１
１
１
１
０

２
月
杷
日
か
ら
３
月
幅
日
ま
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・

県
民
税
の
申
告
期
間
で
す
。
税
務
署
や
市
の
申
告
会
場
は
詩
３
月

に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
に
お
い
で
に
な
る
か
、
自
分

で
書
い
て
郵
送
に
よ
る
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

柏税務署窓(46)2321

る
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
以
外
の

所
得
の
合
計
が
、
万
円
を
超
え
る
方

④
医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
還
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
方
⑤
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
年
末
調
整
を
し

て
い
な
い
方

５
給
与
所
得
者
以
外
で
所
得
税
を

納
め
て
い
て
還
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
な
ど
で
す
。

‐
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申
告
会
場

柏
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま

た
、
柏
税
務
署
と
千
葉
県
税
理
士
会

柏
支
部
で
は
、
確
定
申
告
書
を
ご
自

分
で
正
し
く
作
成
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
記
載
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

申
告
の
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

（
表
２
）
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い

識
蝿
繍
溌
難
解
盤
申
告
用
紙
ら
差
し
引
か
れ
る
控
除
証
明
書
（
生

１
１
｜
中
は
、
会
場
に
用
意
し
ま
す
。

②
市
外
の
方
の
扶
養
で
市
内
に
居
住
市
．
県
民
税
の
申
告
に
は
、
市
役
申
告
に
必
要
胤
還
回
Ⅲ
［
］
蹄
》
》
錯
雑
罎
辨
職
唖
尋
嘩
癖
“
』
、

申
告
が
鬘
甕
一
騨
鴫
鼈
騨
》
罫
溌
鮮
灘
謬
麗
蕊
の
蕊
螺
蕊

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方
た
封
筒
で
市
役
所
課
税
課
市
民
税
係
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
＊
収
入
や
経
謎
が
わ
か
る
帳
簿
類
・

は
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
申
告
会
場
開
設
期
間
領
収
書
（
原
本
）
な
ど
＊
所
得
か

課税課窓(85）1111

市
が
開
設
す
る
市
・
県
民
税
の
申

告
会
場
で
は
、
す
べ
て
記
入
済
み
の

確
定
申
告
書
の
お
預
か
り
（
税
務
署

へ
回
送
）
の
み
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
の
会
場
も
、
３
月
に
な

る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
に
お

い
で
に
な
る
か
、
申
告
書
を
自
分
で

書
い
て
〒
２
７
７
１
８
５
２
２
柏
市

あ
け
ぼ
の
２
の
１
の
犯
柏
税
務
署
へ

郵
送
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
響
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、

郵
送
で
申
告
す
る
際
に
申
告
書
の
控

え
と
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
用
紙

ｌ
』
｜

所
得
税
の
確
定
申
告
に
は
税
務
署

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
用
紙
を
お
使
い

く
だ
き
い
・

申
告
に
必
要
な
用
紙
と
手
引
き
は
、

所
得
税
額
を
計
算
し
て
所
得
税
が
生

じ
な
い
方
④
勤
務
先
か
ら
市
役
所

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
⑤
住
所
は
市
外
で
あ
っ

て
も
、
市
内
に
事
務
所
や
家
屋
敷
を

持
っ
て
い
る
方
な
ど
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
が
開
設
す
る
市
民
会
館
や
市
内

の
出
張
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
表
１
）

例
年
、
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
を
自
分
で
記
入
し
、

郵
送
に
よ
る
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
会
塲

お
お
む
ね
、
市
・
県
民
税
の
申
告

と
同
じ
で
す
が
、
医
療
費
控
除
、
雑

損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

な
ど
を
受
け
る
方
は
必
要
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
税
務
署
へ
ご

確
認
く
だ
き
い
。

す
べ
て
税
務
署
に
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

市
役
所
課
税
課
、
各
支
所
・
行
政

連
絡
所
、
市
民
会
館
に
は
一
部
の
申

告
用
紙
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

出
張
申
告
会
場
の
開
設
時
に
も
、

用
意
き
れ
て
い
ま
す
。

申
告
に
必
要
塗
も
の

▼表1市が開設する会場
※
柏
税
務
署
の
駐
車
場

は
、
４
月
ま
で
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
電
車
。
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

|日程,受付時間|会場 内 容

2月19日（火）

3月,t日（金）
|釦‘卿鍬<l
9：30-11：30

13：00-16：00

市民会館
※2月26日
から3月1
日は税務署
・税理士会
の出張申告
受け付け

◎市・県民税の申告の受け付け

◎すべて記入済みの確定申告書のお
預かり（税務署へ回送）

※次の方はこちらの会場では相談できませ
ん。柏税務署に直接ご相談ください

＊税務署から確定申告用紙が送られてい
る方

＊収支計算が必要な事業所得者（自営業
農業、不動産所得､作家など）

＊青色申告､過年度申告､外国税額控除
申告、平均課税申告などをする方

＊医療費控除､雑損控除などの所得税の
還付申告をする方

＊住宅借入金等特別控除の申告をする方
＊株式・土地・建物の売却による譲渡所
得の申告をする方

2月18日(月）
9:30-11:30

13:00-16:00

新木

礁ｾﾝﾀー

2月25日(月）
9；30～11：30

13:00-16:00

少
表
２
出
張
申
告
受
け
付
け

日程･場所｜時間
，ロ1口/割今、I

布佐南
雌ｾﾝﾀー

内 容

2月1日（金）
市民会館

*年金受給者で申告が必要な方の申告書作成指導

*パートやアルバイトなどで年末調整が済んでいない
方の申告書作成指導

*給与所得者などの医療費控除の罰寸申告書作成指導

(住宅借入金等特別控除の申告書作成指導はできませ
ん。税務署で直接ご相談ください）

9：30

リ
15：30

※いずれも
9時開場
12時~13

時は休憩

2月27日(水）
9:30-11:30

13：00－16：00

湖北地区
公 民 館

2月8日（金）
沼南町役場

2月13日体）
柿繩近隣ﾝﾀー

湖北台
市民ｾﾝﾀー
(誰場札）

3月4日(月）
9:30-11:30

13:00-16:00
明26日仲3月旧|金｜
市民会館 灘騨繍酷懲潔潔浮得’ ※駐車台数に限りがあり、会場付近にお住まいの方の迷惑となりますの

で、車での来場はご遠慮ください布※布施近隣センターには駐車場がありませんので車での来場はご遠慮ください
1

昨
秋
、
鳥
の
総
合
的
な
全
国
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
き
れ
、
市
内
６
会

場
合
わ
せ
て
３
万
８
０
０
０
人
も
の

方
々
の
来
場
が
あ
っ
た
「
ジ
ヤ
パ
ン

バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
作
成
す

生
ま
れ
変
わ
る
利
根
川
運
動
公
園

が
皆
さ
ん
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
名
称
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

い

公
園
の
特
色
を
活
か
し
た
、
す
て

き
な
名
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募
可

募
集
内
容
公
園
の
名
称
と
、
そ
の

名
称
を
つ
け
た
理
由

選
考
方
法
市
の
検
討
委
員
会
で
選

考発
表
広
報
あ
び
こ
５
月
１
日
号
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
の
予
定

表
彰
採
用
作
品
に
は
表
彰
状
、
記

念
品
を
贈
呈

応
募
方
法
所
定
の
応
募
用
紙
（
市

役
所
公
園
緑
地
課
・
行
政
情
報
資
料

室
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、
図
書

館
．
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
市
民
プ
ラ
ザ

に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

２
月
喧
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
投

票
箱
に
投
か
ん
す
る
か
、
〒
２
７
０

生
ま
れ
変
わ
る
利
根
川
運
動
公
園
の
名
称
を
募
集

ジﾔj(""=ﾌｪｽﾃｨ瓜池

シンボノ
募集

レマークを
します

昨
年
ｎ
月
１
日
か
ら
知
日
ま
で
、

利
根
川
運
動
公
園
の
再
整
備
に
関
す

る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
市
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
・
行
政
情

報
資
料
室
で
公
開
し
て
い
ま
玄

回
答
数
は
１
５
５
件
で
、
主
な
意

見
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
乗
馬
を
し
て
み
た
い

＊
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を

＊
増
水
対
策
を
十
分
に
し
て
ほ
し
い

だ
れ

＊
誰
も
が
楽
し
め
る
場
に

＊
自
然
を
残
し
た
整
備
を

１
１
１
９
２
荏
所
省
略
可
）
市
役

所
公
園
緑
地
課
函
（
お
）
４
３
２
９
へ

郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
）

る
ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
フ
ラ

ッ
グ
な
ど
に
使
用
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募
可

応
募
規
定
①
Ａ
４
判
の
白
色
用
紙

を
縦
長
に
使
用
し
、
巧
卵
四
方
の
枠

内
に
作
品
を
描
い
て
く
だ
さ
い
②

「
全
な
ど
で
天
地
を
明
示
③
彩

色
、
画
材
は
自
由
ヨ
ン
ピ
ユ
ー
タ
・

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
も
可
）
④
作
品
褒

面
に
、
作
品
の
制
作
意
図
、
住
所
、

醗
識
》
年
齢
、
峨
業
（
学
校
名
・
学

年
）
、
連
絡
先
（
睡
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
等
）
を
明
記
⑤
１
人

何
点
で
も
応
募
可
。
た
だ
し
、
１
通

に
つ
き
１
点
⑥
採
用
作
品
は
、
補

作
す
る
場
合
あ
り
⑦
応
募
作
品
は
、

原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

入
賞
作
品
の
著
作
権
な
ど
、
一
切
の

権
利
は
ジ
ャ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
エ
ス
テ

再
整
備
に
関
す
壱
一
シ
ケ
ー
ト
《
繪
果
を
公
開

＊
子
ど
も
が
遊
べ
る
場
が
ほ
し
い

＊
ト
イ
レ
の
増
設
を

＊
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
楽
し
め
る

公
園
に

＊
自
然
環
境
の
再
生
を

＊
安
全
性
を
確
保
し
た
公
園
整
備
を

こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
や
ご
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
整
備
計
画

策
定
の
参
考
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
・
内
線

５
４
４
，
５
９
４

※
公
園
の
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
あ

び
こ
１
月
晦
日
号
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。
整
備
計
画
（
案
）
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
行
政
情
報
資
料
室
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す

イ
バ
ル
実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す

賞
最
優
秀
賞
（
１
点
）
…
賞
金
、

万
円
と
賞
品
優
秀
賞
（
２
点
）
：
、

蛍
金
２
万
円
と
賞
品

※
受
賞
者
が
高
校
生
以
下
の
場
合
は

賞
金
相
当
額
の
図
書
券
と
賞
品

締
め
切
り
５
月
妬
日
（
消
印
有
効
）

発
表
６
月
中
旬
に
市
広
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
全
国
愛
鳥
教
育
研
究
会

発
行
の
悪
萱
函
教
育
」
、
「
バ
ー
ダ
ー
」

な
ど
の
鳥
の
雑
誌
で
発
表
予
定

審
査
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〒
２
７
０

１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役

所
企
画
調
整
室
内
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務

局
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
公
募
係
賓
芭

１
１
１
１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

Ｉ
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谷
津
の
自
然
の
中
で

一

篁
測
鯵
穆
し
で
影
窪
せ
ん
か

市
で
は
、
岡
発
戸
・
都
部
地
区
の

谷
津
内
で
、
草
刈
り
作
業
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
最
大
級
の
こ
の
谷
津
は
、
昔

な
が
ら
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
い
ま

す
が
、
荒
廃
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
「
谷
津
ミ
ユ

ー
ジ
ア
ム
事
業
構
想
」
を
策
定
中
で
、

◎
市
の
融
資
制
度

対
象
市
内
に
事
業
所
な
ど
が
あ
り
、

同
一
の
事
業
を
１
年
以
上
営
む
中
小

企
業
者
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

法
人
・
個
人

融
責
内
容
下
表
参
照

童
付
期
間
運
転
賛
金
．
・
釦
力
月
以

内
設
備
資
金
・
・
・
認
力
月
以
内

利
子
補
給
＊
運
転
資
金
…
年
利
１

中小企業者の皆さんへ一 I
献乱i,塞囎

澗
珂
鑑
函
岼
齪
輯
蝿
暁
雫
盤
纈

今
後
は
自
然
環
境
と
農
業
の
保
全
・

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

今
回
は
、
初
の
試
み
と
し
て
、
谷
↑

津
内
の
道
の
草
刈
り
を
行
い
ま
す
。
一

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
一
緒
に

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
２
月
嘔
日
（
士
）
午
前
一

９
時
、
東
我
孫
子
駅
前
南
口
広
場
集

合
、
正
午
解
散
予
定
（
雨
天
中
止
）
一

※
作
業
の
で
き
る
服
装
重
」
参
加
を
。
一

蓼
筆
、
麦
ぱ
難
ど
一
一

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
話
で
一

２
月
逼
日
ま
で
に
手
賀
沼
課
・
内
線
一

４
６
４
へ

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前
７
’
一

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
垂
（
蓮
一

５
０
０
０
コ
ー
ド
番
号
８
５
０
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

５
％
＊
設
備
資
金
§
年
利
１
．
８

％
＊
大
型
店
進
出
対
策
資
金
…
年

利
３
．
０
％

※
狂
牛
病
等
風
評
被
害
に
よ
る
場
合

は
、
年
利
３
．
０
％
以
内

信
用
保
証
料
大
型
店
進
出
対
策
資

金
を
除
き
免
除

連
帯
保
証
人
特
別
小
口
資
金
を
除

き
必
要

▼市の融資制度の内容

種 類I限度額

運転資金1500万円

設備資金2000万円

,大型離出運転資金1000万円
対策資金設備資金2000万円

瞥洲駕篭↑000万円

融資利率(年）

12カ月以内･･･
…･……･･2.3％
13～36カ月以
内………2.8％
37～60カ月以
内･…"…3.0％
61～84カ月以
内…･…･･3.2％

大型離出
対策資金

’ 特別小口
資金

1000万円

車
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
満
工
嬢
一
学
校
体
育
施
設
の

光
課
・
内
線
５
０
５

．
県
の
融
資
制
度

年
間
利
用
申
請
を
受
け
付
け

①
開
業
。
育
成
資
金

融
資
限
度
額
運
転
資
金
：
１
０
０

０
万
円
設
備
資
金
：
２
０
０
０
万
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
参

円
（
所
要
資
金
の
釦
％
以
内
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
団
体
を
対
象
に
、
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
一

融
資
期
間
運
転
資
金
：
７
年
以
内
小
学
校
の
運
動
場
と
体
育
館
を
開
放
会
体
育
課
（
市
民
体
育
館
内
）
盃
ゞ

設
備
資
金
・
・
ｍ
年
以
内
し
て
い
ま
す
。
（
辺
７
５
５
５

融
資
利
率
年
利
２
．
５
％

学
校
の
休
業
日
や
授
業
の
終
了
後
※
平
成
喝
年
度
の
利
用
団
体
に
は
、

②
特
別
経
営
安
定
対
策
資
金
に
、
年
間
を
通
じ
て
定
期
的
に
利
用
申
請
書
を
送
付
済
み
で
す
。

融
資
限
度
額
運
転
資
金
…
３
０
０
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
新
規

時
時
時
時
時
一

０
万
円
に
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
早
め

融
資
期
間
７
年
以
内
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
間
癖
州
岬
掘
州
一

融
資
利
率
年
利
２
．
０
％
な
お
、
短
期
間
の
利
用
申
請
は
、
時
塒
勵
鵬
塒
勵
一

一
利
用
施
設
小
学
校
の
運
動
場
・
体
時
ｌ
報
柳
雑
報
柳
一

※
い
ず
れ
も
連
帯
保
証
人
１
人
と
信
一
↓
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

用
保
証
協
会
の
保
証
が
必
要

※
こ
の
ほ
か
に
も
各
種
の
融
資
制
度
育
館
（
中
学
校
施
設
も
一
部
利
用
亘
朏
日
日
日
日
日
日
一
業
一

穰
騨
州
塞
．
鍵
撫
燕
雷
灘
平
》
淋
一

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
利
用
日
時
下
表
参
照

鎗
鮠

云
月

1

C

員
）

対
象
小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
、
先
着
巧
組

参
加
費
１
人
５
０
０
円
（
材
料
費

含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
お
子
ざ
ん
の
学
年
、

電
話
番
号
、
「
七
宝
焼
参
加
希
望
」

と
明
記
し
、
我
孫
子
１
６
８
４
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
青
少
年
担
当
垂

（
篭
）
１
１
５
１
へ

※
参
加
の
可
否
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、

壁
掛
け
を
作
り
ま
す
。

親
子
で
作
る
楽
し
さ
や
、
完

成
さ
せ
る
喜
び
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
３
月
３
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

み
ち
こ

講
師
荻
野
紀
子
さ
ん
（
工
和

会
・
日
本
七
宝
作
家
協
会
会

国
（
社
会
保
険
事
務
所
）
へ

現
在
、
市
か
ら
送
ら
れ
て
い
る
保

険
料
の
納
付
書
が
、
４
月
分
か
ら
は

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
は
、
全
国
の
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
で
納
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
市
の
窓
口
で

は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
き
い
。

現
在
、
口
座
振
替
で
納
め
て
い
る

方
は
、
４
月
分
か
ら
社
会
保
険
事
務

所
が
口
座
振
替
の
処
理
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
引
き
落
と
し
は
、

翌
月
の
末
日
と
な
り
ま
す
（
４
月
分

は
５
月
五
日
）
。

◎
第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
が
市

か
ら
勤
務
先
な
ど
へ

曜日’施設’ 時間

午後1時から5時土曜日
運動場

学校休業日 午前9時から午後5時

午後5時から9時平日

体育館 午後1時から9時土曜日

学校休業日 午前9時から午後9時
▼

ン
な
ど
の
妻
や
夫
）
の
届
け
出
は
、

本
人
が
市
の
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
配
偶
者
の
勤
務
先
な
ど
を
通

じ
て
手
続
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
保
険
料
の
半
額
免
除
制
度
が
新
設

所
得
が
低
く
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
と
き
は
、
一
定
の
基
準

に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
全
額
免
除
に
加
え
、

半
額
免
除
の
制
度
が
で
き
ま
す
。

。
◎
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
範
囲

が
拡
大

対
象
外
と
な
っ
て
い
た
定
時
制
↓

通
信
制
・
夜
間
部
の
学
生
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年
金
係
．

内
線
３
５
５

日
時
。
場
所
２
月
晒
日
（
土
）
か
ら

嘔
日
（
月
）
展
示
。
：
午
前
、
時
か
ら

午
後
５
時
（
焔
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

体
験
会
。
：
午
前
の
部
（
午
前
、
時
か

ら
正
午
）
、
午
後
の
部
（
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
、
市
民
プ
ラ
ザ

費
用
無
料
〈
体
験
会
は
材
料
喪
）

※
体
験
会
は
、
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
２
月
、
日
ま
で
に
各
講
師
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
文
化
課

云
（
函
）
１
１
５
１

手工芸連閉

作品 展示’

市民文化講座体験豊

職紬",諦蠣柵棚@|
’

｜
Ｑ
新
聞
紙
や
古
繊
維
類
は
、
な
ぜ
袋

に
入
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
袋
に
入
れ
る
と
、
中
身
が
確
認
で

き
ず
、
適
正
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ひ

《
も
で
束
ね
て
出
し
て
く
だ
き
い
。

一
Ｑ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
乾
電
池
入
れ
に
雲

一
「
袋
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
書

－
１

《
ご
Ｑ

一
前
号
の
記
事
｛
学
童
保
育
室
の
開
設
時
間
一
の
訂
正

▼展示作品・体験会

|日程｜講座名(作品名）|定員|材料費
前
号
２
面
で
、
学
童
保
育
室
の
開

設
時
間
が
「
午
後
６
時
」
ま
で
と
あ

２
月
相
日
主
）

宮崎睦子冠(84)5446
冑山台4-4-20

フランス刺しゅう

「ハンカチ」

先着
10人

針、ハサミ、

丸枠
1000円

午
前
の
部 パンフラワー

「ミニカラー」

先着
10人

阿部乃里子窓(82)8556
緑1-11-9

1000円 おてふき

午
後
の
部

パッチワー ク

｢ﾘﾃｨー で作るー ﾁ」

針、ハサミ、

定規､鉛筆(B)

先着
10人

小枝ひろ子冠(89)0138
布佐平和台4-4-17

1200円

午
前
の
部
一
午
後
の
部
手
前
の
部

みち

鈴木迪子窓(82)7669
並木8-2-8

２
月
汀
日
官
）

湖北手編｢ゆびあみ

ビーズブ.レスレット」

先着
10人

ハンカチ、ハ

サミ
1000円 い

て
あ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
た
ま
ま

で
は
、
回
収
後
に
袋
を
取
り
除
く
作

業
が
必
要
に
な
る
か
ら
で
す
。
乾
電

池
は
、
袋
か
ら
出
し
て
裸
の
状
態
で

回
収
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
市
は
作

る
側
〈
メ
ー
カ
ー
）
へ
の
は
た
ら
き

か
け
は
し
・
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
全
国
市
長
会
や
千
葉
県
環
境
衛
生

促
進
協
議
会
を
通
じ
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
し
や
す
い
材
質
の
採
用
や
部
品
の

再
使
用
の
推
進
な
ど
、
廃
棄
す
る
と

き
に
ご
み
と
な
ら
な
い
製
品
へ
の
転

換
な
ど
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

※
ご
み
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
霊
（
師
）
０
０
１

５
へ
お
寄
せ
く
だ
き
い
。

画
・
Ｏ
Ｉ
８
Ｉ
１
ｊ
１
Ｊ
１
１
Ｌ
１
Ｉ
ｌ
，
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
ｈ
７
１
ｌ
ｌ
‐
’
１
１
叩
．
１
町
１
１
１
１
刈
刮
‐
咀
二

る
の
を
、
「
午
後
７
時
ま
で
時
間
延

長
を
予
｛
聖
に
訂
正
し
ま
す
。

１
１
１
１
‐
１
１
‐
‐
‐
■
■
』
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
画
■
■
■
■
。

先着
10人

ハサミ、針、

糸(白)、定規
大野日出子公(89)1072
布佐平和台2-14-5

リボンアート

｢レースのポプリ」
.|000円

みち

荻野紀子念(88)0968
新木野3-2-10

２
月
幅
日
育
）

七宝焼

｢雛七宝伽ぺﾝダﾝﾄ」

先着
10人

なし1500円

午
後
の
部

紙人形

「おひなさま」 |鋒ﾐ､定規
先着
10人

緑川和子窓(84)8011
東我孫子2-23-6’

1000円
’
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日
・
所
２
月
画
日
（
日
）
９
時
犯
分

～
妬
時
、
湖
北
地
区
公
民
館

内
各
学
年
・
ク
ラ
ブ
、
同
窓
生
の

舞
台
発
表
と
作
品
展
示

費
無
料

間
湖
北
地
区
公
民
館
實
翌
４
４

３
３

日
２
月
、
日
（
旦
叩
時
～
順
時
ｍ
時
”
分
開
演
、
市
民
会
館
（
入
場
内
絵
画
、
瞥
道
、
手
・
工
芸
、
陶

所
湖
北
地
区
公
民
館
無
魁
芸
、
盆
栽
、
写
真
、
詩
歌
ぼ
か

そ
う
し
ん

席
主
襄
千
家
…
早
野
宗
津
、
大
日
主
。
問
商
工
会
女
性
部
愛
理
３
主
・
問
束
葛
中
部
地
区
退
職
校
長

つ
の
か
わ
せ
ん
し

本
茶
道
学
会
…
角
川
仙
枝
１
３
１
会
・
古
藤
宴
堅
０
３
６
３

●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｑ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

あ
の
「
服
部
克
久
」
が
、
我
孫
子

に
登
場
し
ま
す
。
演
奏
は
、
日
本
が

誇
る
ト
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち

が
参
加
す
る
「
衷
皐
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
で
す
。

日
・
所
３
月
晒
日
（
土
）
把
時
開
場
、

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
竺
堕
１
１
１
１

で
か
け
て
》
鐸
螺
馴
洲
鯲

み
護
せ
ん
か
あ
よ
う
頒
布
会

〔
宝
く
じ
サ
ウ
ン
ド
ス
ペ
シ
ャ
ル
》

Ｉ

曹駕 長
寿
大
学
大
学
祭

Ⅱ
東
京
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ⅱ

服
部
克
久
と
夢
の
ひ
と
と
き

茶
道
連
盟
茶
会

如
分
開
演
、
市
民
会
館

自
由
の
大
地
、
美
女
と
野
獣
、

日
…
日
時
、
所

銅
】錫

日
・
所
２
月
晒
日
（
土
浦
時
～
皿

時
如
分
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
－

た
い
ひ
し
い
た
け

内
堆
肥
、
鉢
物
、
椎
茸
、
切
り
干

し
大
根
、
鉢
カ
バ
ー
、
花
瓶
、
袋
物
、

枕
カ
バ
ー
、
キ
ー
ケ
ー
ス
、
印
鑑
入

れ
な
ど
の
作
品
の
頒
布

問
我
孫
子
養
護
学
校
貧
師
）
０
８

３
１

塞
皐
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

淡
紅
色
の
夢
、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
、
メ
ン
バ
ー
が
、
パ
ー
ト
別
に
直
接
指

フ
ッ
ク
ト
・
オ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
導
ま
す
。

シ
エ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
ほ
か
日
。
所
３
月
ロ
日
（
日
両
時
～
妬

蜜
Ｓ
指
定
席
３
５
０
０
円
、
Ａ
指
時
、
市
民
会
館
（
参
加
無
料
）

定
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
自
由
席
２
５
対
市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生

０
０
円
官
席
は
高
校
生
以
下
２
０
（
楽
器
を
当
日
持
参
で
き
る
方
）

０
０
巴
パ
ー
ト
①
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
②
ト

入
場
券
販
売
所
平
賀
書
店
、
荒
井
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
チ
ュ
ー
バ
、
ユ
ー
フ

書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
オ
ニ
ウ
ム
③
ホ
ル
ン
④
ク
ラ
リ

塞
皐
事
務
器
、
ポ
ピ
ー
、
写
真
の
お
ネ
ッ
ト
、
オ
ー
ボ
エ
⑤
サ
ッ
ク
ス

ち
あ
い
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
つ
く
⑥
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
⑦
フ
ル
ー
ト

し
野
店
、
結
子
美
容
室
、
柏
商
島
屋
申
。
問
電
話
で
２
月
零
日
ま
で
に

友
の
会
、
取
手
と
う
き
ゅ
う
、
市
民
教
育
委
員
会
文
化
課
冥
芭
１
１
５

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
１

．
．
場
所
、
内
：
．
内
容
、
種
…
種
目
、
出
：
・
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対

日
・
所
２
月
９
日
（
土
而
時
開
場
、
所
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

、
時
犯
分
開
演
、
市
民
会
館
（
入
場
内
絵
画
、
書
道
、
手
・
工
芸
、

霊
知
回
芦
エ
会
踊
り
と
垣
の
堯
一
簔
一

日
・
所
２
月
、
旦
日
両
時
、

民
会
館
（
入
場
無
料
）

問
に
つ
ぼ
ん
の
心
を
歌
う
会

部
賓
詔
）
８
０
４
６

霊
李
回
電
和
の
塞
誰
歌
と
躍
り
新
善
大
会

日
２
月
四
日
（
火
）
～
聖
日
（
日
）
９

時
～
画
時
（
四
日
は
ｎ
時
か
ら
、
型

日
は
遍
時
ま
で
）
〈
入
場
無
料
〉

日
・
所
２
月
零
日
（
土
）
・
璽
日

（
日
）
９
時
犯
分
～
四
時
（
璽
日
は
”

時
ま
で
）
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

内
小
原
流
千
葉
北
支
部
柏
・
我
孫

子
・
流
山
・
野
田
・
沼
南
地
区
展

費
入
場
無
料

※
無
料
体
験
百
時
、
巧
時
）
あ
り

間
川
津
實
過
４
１
０
６

ト
ーい

け
ぱ
な
展
「
私
の
好
き
な
花
」

１
１

高
校

音
楽

受
け

葛
央
会
作
品
展

1

1

q

生
の
皆
さ
ん

ク
リ
ニ
ッ
ク
を

て
み
ま
せ
ん
か

阿 市

普
通
救
命
講
習
会
在
蛎
瀧
焼
麓
鰄
撰
瀞
郵
椎
一

ら
一

蕩
署
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
を
共
に
し
て
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
い

州
吾

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
そ
の
場
に
居
合
け
ま
せ
ん
か
。
Ｏ
、

わ
せ
た
救
命
処
置
の
で
き
る
方
）
を
周
。
所
３
月
宣
水
一
’
４
月
３
あ

蹴
一

育
成
す
る
た
め
、
「
普
通
救
命
警
晶
）
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
島
れ
時
帽
一

会
」
を
実
施
し
ま
す
。

国
。
所
２
月
画
日
（
日
）
９
時
～
哩
率
り
吋
憾
辨
憐
脚
一
索
ふ
獣
諦

時
、
消
防
本
部
（
参
加
無
料
）
ゴ
で
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
、
灘
驚
⑳
｜
膜
Ⅷ

内
一
人
法
の
心
肺
蕊
法
、
大
出
対
小
学
校
３
年
生
～
６
年
生
、
先
月
臘
鋤
垂

血
時
の
止
血
法
指
導
着
４
０
０
人

含
霊
讓

対
市
内
在
住
・
在
勤
で
健
康
な
方
、
餐
皿
万
２
０
０
０
円

・
月
希
れ
（

先
着
犯
人
申
。
問
電
話
で
参
加
申
込
書
を
請
ル
２
※
ふ
堯

申
。
問
２
月
７
日
（
木
）
ま
で
に
電
求
し
、
必
要
事
項
を
明
記
し
、
３
月
ク
》
二
｛

イ
時
所
心

話
ま
た
は
直
接
、
消
防
本
部
藩
防
諜
７
日
ま
で
に
国
際
青
少
年
研
修
協
会

サ
曰
場
〉

貧
邑
７
７
０
１
〈
土
・
日
曜
日
は
へ
郵
送
猛
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４

リ◎

垂
（
割
）
０
１
１
９
〉
２
１

対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
費
用
…
費
、
申
…
申
し
込
み
、
問
…
問
い
合
わ
せ
、
生
・
・
・
主
催
・
共
催

日
３
月
型
日
（
金
）
～
奉
日
（
月
）

集
合
場
所
叫
時
市
民
体
育
館

所
山
形
県
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場

対
小
学
校
３
年
生
以
上
の
子
ど
も

と
そ
の
保
謹
者
、
先
着
釦
人

費
小
学
生
２
万
９
０
０
０
円
、
中

学
生
以
上
３
万
６
０
０
０
円

主
我
孫
子
市
ス
キ
ー
連
盟

串
間
ハ
ガ
キ
に
住
所
蹄
難

年
齢
、
学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
２
月
霊
日
（
必
着
）
ま
で

に
泉
禿
の
６
の
２
０
７
柳
政
直
云

（
調
）
２
２
６
３

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

～
学
校
週
５
日
制
関
連
行
事
～

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
お
も
い
つ
き

り
体
を
動
か
そ
う
！
（
参
加
無
料
）

日
・
所
２
月
９
日
王
忘
時
犯
分

～
畔
時
犯
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

対
小
学
生
以
上
の
方
、
先
着
空
人

持
運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴

申
・
問
電
話
で
湖
北
地
区
公
民
館

壷
（
配
）
４
４
３
３

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

市
民
親
子
ス
キ
ー
教
室

日
。
所
２
月
型
日
（
金
）
喝
時
、
ざ

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

講
師
加
藤
洋
子
さ
ん
（
〈
Ｄ
Ｖ
〉

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

の
防
止
活
動
を
続
け
る
在
米
日
本
人

女
性
）

対
先
着
４
５
０
人

申
・
問
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
講
演
会
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
２

７
７
１
０
８
８
２
拍
市
柏
の
葉
４
の

３
の
１
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
壷

（
和
）
８
６
０
２
画
（
“
）
８
６
０
１

家
庭
教
育
学
級
公
開
講
演
会

～
も
う
す
ぐ
一
年
生
～

日
・
所
２
月
晦
日
（
土
）
砕
時
暉
分

～
巧
時
輻
分
、
市
民
プ
ラ
ザ
（
入
場

娠
避

テ
ー
マ
子
ど
も
に
贈
る
応
援
歌

講
師
三
輪
多
恵
子
ざ
ん
蒙
庭
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

※
保
育
（
２
歳
以
上
、
先
着
喧
人
）

を
希
望
す
る
方
は
事
前
申
し
込
み
を

問
湖
北
地
区
公
民
館
賓
理
４
４

３
３
画
（
話
）
７
７
２
０

講
演
会
「
Ｄ
Ｖ
根
絶
を
１
」

蘂
丞
回
ち
び
っ
子
窪
繧
学
錘
ヨ
ロ
ン
墨

会月の相談等含月⑳ふれあい工扇
内容日時場所問い合わせ

法律相訓予約制)蝋鯏鰯淵轤鰯雲秘害課
※予約は、2月1日(金)8:30から電話で秘書課へ。

税務相談(予約制)'15(金)10:00-15:001本庁1階面談室|収税課
※予約は、2月12日(火)8:30から電話で収税課へ。

人権相談28(木)10:00~15:00西別館2階面談室生活支援課

行政相談28(木)10:00~12:00市民相談室秘害課

興舅芽菫：鮴:繩::轤渠詮莞建築指導課
交通事故相談12(火)10:00~15:00交通整備課交通整備課

心の相談(予約制）7(木)13:30~15:30福祉総合相談室

心の健康クラブ18(月)14:00～16:00

酒害相談1(金)13:30~15:00保健センター福祉総合相談室
アルコール家族教室8(金)13:30~15:00

健康相談；剛:剛:曇‘馳至鍋鰈

◎リサイクル・家具バザー

日時･･2月24B(B)10時～13時
※希望者多数の家具は、13時10分から抽選（時間厳守）

場所．．ふれあい工房

※お車での来館者は、NEC(日本電気）駐車場をご利用ください。

◎リサイクル教室

市民相談室
（本庁2階）

秘書課法律相談(予約制）

教室名 開催日時｜定員|参加費’持参するもの

ﾄー ﾙぺｲﾝﾄ用丸筆･平筆2
本､色付けする物は各自用意

トールペイント教室 10人10日(日)10:00-13:00 700円
ロ ﾛ

ｷﾙﾃｨﾝグまたは冬物生地
50cm四方､牛乳パック15"}
ガﾑﾃー プ1本

おしゃれ教室(4乳パッ
クで正座用ミニイス作り）

建築指導課12日(火)10:00-15:00 7人 300円

布あそび教室(冬物布で
帽子作り）

冬物ﾐﾆｽｶー ﾄ1枚‘裁縫道
具昼食､材料費別途350円

ｽﾀｵﾙまたはﾀｵﾙ2枚

13日(水)10:00-15;00 7人 300円

l蓼 I
牛乳パックでﾊガｷ作り
教室

福祉総合相談室16日(土)10:00-12:00 5人 300円
保健センター

糸のこ教室体の小箱作
り）

5人 400円 なし

なし

30cm皿加配色の合う布2收、
16Cmのﾌｧｽﾅー 体､雛鷆

柔らかな木綿の古布､ﾊサミ

17日(日)10:00-12:30

健康相談木工教室(ゴﾐ分別ボッ
クス作り）

300円20日(水)9:30-1230 7人
－

Mあい福祉ｾﾝﾀー
(社会剛臓餉力'い）

健康｡生きがい
づくり相談(予約制）

小劉乍り教室(1賎入れ
作り）

裂総り教室

12.26(火)10:30~16:00300円7人20日(水)10:00-1500

各回
6人28日(木),鮴削 4.18（月）9:00~15:00Mあい福祉ｾﾝﾀー

保健センター

布肺民ｾﾝﾀー ﾎ館

社会福祉協議会

社会福祉
協議会

500円
|蕨|･UUEJ 心配ごと相談－

申し込み･電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに、ふれあい工房運営協
議会盆(86)5500へ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場合は必
ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催日前日にご連絡ください）三

’25（月）9:00~15:00
結婚相談’3．17(日)10:00~14:00
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１
１
１
１
１
１
１
１

■
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ｉ

日
・
所
２
月
娼
日
（
月
）
、
時
～
哩

時
、
柏
市
教
育
福
祉
会
館

テ
ー
マ
よ
い
子
が
育
つ
明
る
い
家

庭
づ
く
り
（
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ

ャ
ッ
プ
を
の
り
こ
え
て
）

費
無
料

申
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ

※
託
児
あ
り

間
明
る
い
社
会
づ
く
り
柏
地
区
推

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
生
か
そ
う
経
験
を
つ
く
ろ
う
生
き

が
い
」
を
テ
ー
マ
に
開
講
し
ま
す
。

①
介
護
入
門
講
座
（
４
日
固

日
２
月
過
日
永
）
、
叫
旦
木
）
、

肥
日
（
月
）
、
四
日
（
火
）
、
９
時
如
分

～
暉
時

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
介
護
の
目
的
、
機
能
と
基
本
、

車
イ
ス
等
の
体
験
、
調
理
実
習
、
若

若
し
く
暮
ら
す
た
め
の
体
力
づ
く
り

②
ふ
す
ま
・
障
子
の
張
り
替
え
講
座

日
２
月
お
日
（
月
）
、
巫
日
（
火
）
９

時
犯
分
～
喧
時

所
『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対
い
ず
れ
も
、
お
お
む
ね
印
歳
以

上
の
方
、
先
着
知
人

申
電
話
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
云
（
詔
）
２
２
０
０

生
き
が
い
づ
く
り
講
座

１
１

L

進
協
議
会
・
出
塚
貧
型
７
２
７
１

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
市
民
参
加
の
図
書
館
づ
く
り
１

日
・
所
２
月
９
日
（
土
）
嘔
時
～
超

時
釦
分
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

パ
ネ
リ
ス
ト
酒
川
玲
子
ざ
ん
（
日

本
図
書
館
協
会
前
事
務
局
長
）
、
小

林
立
子
さ
ん
（
千
葉
市
の
図
書
館
を

と
こ
よ
だ

考
え
る
会
）
、
常
世
田
良
さ
ん
（
浦

安
市
立
中
央
図
書
館
長
）

対
先
着
釦
人
（
参
加
無
料
）

問
市
民
が
つ
く
る
図
書
館
の
会
・

鑑
ご
》
」

左
古
實
型
４
８
３
９

※
当
日
の
発
言
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
を

職
種
・
定
員
介
護
保
険
認
定
調
査

員
（
市
の
嘱
託
職
員
）
、
３
人

勤
務
期
間
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

（
１
カ
月
あ
た
り
妬
日
以
内
の
勤
務
）

対
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
婦

（
士
）
、
看
護
婦
（
士
）
、
準
看
護
婦

（
士
）
、
歯
科
衛
生
士
、
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
、
介
護
認
定
調
査
従
事

者
研
修
会
修
了
者
な
ど
で
、
自
動
車

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
方

※
必
要
警
類
、
面
接
日
時
等
詳
し
く

は
介
護
支
援
課
冥
亜
１
４
１
１
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
天
王
台
。
１
歳
２
カ
月
）

み
や
も
と
え
ま

宮
本
愛
万
ち
ゃ
ん

イ

教
育
委
員
会
で
は
、
嘱
託
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
定
員
司
書
、
２
人

採
用
日
４
月
１
日

必
要
書
類
①
申
込
書
（
図
書
館
本

館
に
用
意
）
②
写
真
１
枚
（
縦
輻

ミ
リ
横
王
ミ
リ
）
…
上
半
身
無
帽
で

最
近
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

③
司
書
資
格
証
明
書
の
写
し
１
枚

選
考
方
法
後
日
レ
ポ
ー
ト
試
験
お

よ
び
面
接
に
よ
り
選
考

申
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

２
月
５
日
（
火
）
か
ら
、
日
（
日
）
ま
で

の
９
時
か
ら
暉
時
ま
で
に
、
図
書
館

本
館
へ
本
人
が
直
接
持
参
（
郵
送
は

不
可
）

問
図
書
館
本
館
冥
理
１
１
１
０

雫
嘩
料
季
壁
柏
エ
業
専
門
校
訓
繧
生

募
集
学
科
＊
木
造
建
築
科
（
建
築

基
礎
コ
ー
ろ
＊
専
修
建
築
科

（
２
級
建
築
士
受
験
コ
ー
ろ
＊

電
気
工
事
科
（
第
２
種
電
気
工
事
士

受
験
コ
ー
ろ
＊
土
木
科
Ｔ
・

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
受
験
コ
ー

ス
）
＊
パ
ソ
コ
ン
科
（
ビ
ジ
ネ
ス

基
礎
コ
ー
ス
・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ー

ス
）対

各
科
先
着
廻
人
か
ら

授
業
時
間
娼
時
弛
分
～
塾
時
（
パ

ソ
コ
ン
科
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
コ
ー
ス
の

み
昼
間
コ
ー
ス
も
あ
り
）

申
柏
工
業
専
門
校
（
柏
市
明
原
３

の
和
の
咽
）

募
集
期
限
３
月
巧
日
釜
）

※
授
業
料
、
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く

は
、
柏
工
業
専
門
校
實
笠
６
６
８

ご捌届く蝿い夫は 図
書
館
嘱
託
職
員

お
し
ら
せ

県
民
芸
術
劇
場
柏
公
演

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

曰
３
月
零
日
（
土
活
時
開
演

所
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

出
指
揮
．
・
・
齊
藤
一
郎
ざ
ん
、
管
弦

楽
．
：
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉
、
ハ
ー
プ
…
竹
松

團
今
年
の
５
月
知
日
か
ら
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
全
面
施
行
き
れ
ま
す
。

解
体
工
事
業
、
土
木
工
事
業
、
建

築
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、

廃
棄
物
処
理
業
、
建
設
資
材
の
製
造

業
、
建
築
物
等
の
設
計
業
に
携
わ
る

不
用
品
情
報
の
申
し
込
み

先
が
変
更
に
な
り
ま
す

広
報
あ
び
こ
（
毎
月
妬
日
号
最
終

面
）
の
不
用
品
情
報
の
取
り
扱
い
が
、

商
工
観
光
課
か
ら
ふ
れ
あ
い
工
房
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

不
用
品
情
報
コ
ー
ナ
ー
へ
掲
載
と

希
望
す
る
方
は
、
電
話
で
ふ
れ
あ
い

工
房
冥
廼
５
５
０
０
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

湖
北
台
野
球
場
の
利
用
受
付

．
日
曜
日
・
祝
日
の
利
用
は
登
録
を

湖
北
台
野
球
場
を
日
曜
日
・
祝
日

に
利
用
し
た
い
野
球
チ
ー
ム
は
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
２
月
、
日
（
日
）

費
年
１
万
円
（
登
録
時
に
持
参
）

登
録
用
紙
請
求
・
問
電
話
で
小
松

垂
（
鍔
）
２
３
８
５

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
説
明
会

両
L

薑

て
ん
だ

舞
ざ
ん
、
フ
ル
ー
ト
。
：
天
田
透
ざ
ん

費
３
５
０
０
円
筌
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
柏
市
教
育
委
員

会
文
化
課
チ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド

問
同
文
化
課
賓
包
５
７
８
５

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場

昼
食
込
み
パ
ッ
ク

◎
け
や
き
コ
ー
ス

期
限
３
月
五
日

費
平
日
．
：
９
７
０
０
円
、
土
・

日
・
祝
日
：
１
万
４
７
０
０
円

申
同
コ
ー
ス
雲
禿
）
１
１
１
３

．
ひ
ば
り
コ
ー
ス

野
田
市１

１

◎
万
一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場

合
で
も
、
預
金
者
一
人
あ
た
り
、
定

期
預
金
等
の
元
本
１
０
０
０
万
円
ま

で
と
そ
の
利
息
は
、
４
月
以
降
も
保

護
き
れ
ま
す
。

◎
合
算
し
て
元
本
１
０
０
０
万
円
ま

で
と
そ
の
利
息
は
、
最
低
保
障
で
す

の
で
、
受
け
取
れ
る
の
は
１
０
０
０

万
円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
当
座
預
金
・
普
通
預
金
等
は
、
巧

年
３
月
ま
で
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
金
融
機
関
の
窓
口
等
へ

問
金
融
庁
信
用
課
垂
０
３
（
３
５

０
６
）
６
０
０
０

方
は
ご
参
加
を
百
程
は
左
表
参
盟

問
県
土
木
部
技
術
管
理
課
容
０
４

３
（
２
２
３
）
３
４
４
０

｜

’
４
月
か
ら

預
金
の
保
謹
の
範
囲
が
か
わ
り
ま
す

※千葉市文化ホールは駐車場がありまぜ万

第
罰
回
流
山
市
民
芸
術
劇
場

南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト

日
３
月
”
日
（
旦
画
時
開
演

所
流
山
市
文
化
会
館

費
５
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
流
山
市
文
化
会

館
、
北
部
公
民
館
、
初
石
公
民
館
、

東
部
公
民
館
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー

問
流
山
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
實
型
６
１
０
６

、

｜
濡
山
市

ｒ

２
月
１
日
か
ら
巽
日
は
、
相
続
登

記
促
進
月
間
で
す
。

千
葉
県
下
の
司
法
書
士
事
務
所
で

は
、
月
間
中
「
相
続
登
記
に
関
す
る

無
料
相
詮
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
千
葉
司
法
書
士
会
容
０
４
３

（
２
４
６
）
２
６
６
６

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
限
３
月
空
日

簑
平
日
：
．
６
６
０
０
円

申
同
コ
ー
ス
念
（
翌
１
１
１
２

日
２
月
型
日
（
日
通
時
受
付
、
退

時
知
分
～
喧
時
知
分
（
失
効
の
方
は

妬
時
如
分
ま
で
）

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対
免
許
の
有
効
期
限
が
平
成
卿
年

２
月
空
日
～
巧
年
２
月
酔
日
の
方

費
更
新
：
・
１
万
１
０
０
０
円
、
失

効
．
・
・
１
万
６
０
０
０
円
（
訂
正
・
紛

失
は
別
途
）

申
・
問
写
真
２
枚
（
３
ｍ
×
３
聖
、

免
許
証
の
コ
ピ
ー
の
余
白
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

２
月
、
日
ま
で
に
我
孫
子
新
田
空
の

７
の
副
小
池
勇
實
鍵
）
１
０
１
５
へ

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
．

１
１
１
１

相
続
登
記
の
無
料
相
談

濡
山

ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習
会

●

■■

▼おはなし会 ◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

2月の市民プﾗザギﾔﾗﾘー’ﾔラリーの 鑑そよかぜ号2月の日穏慌天中止，入場無料

’’ 催し名・問い合わせ 時 間

13:20～13:50

14:10～14:40

15:00～16:00

13:20～13:50

14:00～14:30

14:50～15:30

14:00～14:45

15:00～16:00

14:00～15:00

15:20～16:00

14:00～14:50

15:20～16:00

14:00～14:40

15:00～16:00

日時 曜日日場所

水§蕊髻?重婚
20柴崎台4号公園

木？蕊墨書蓑祉食ﾀ弓
21湖北地区公民館

金§久寺家あけぼの公園
22つくし野4号公園東側入口

水'βｹﾝﾀｯｷーﾌﾗｲドﾁｷ職車場
27台田池尻公園

木噌天王台東児童公園
28白山中学校裏門入口

金'β根戸近隣センター
3/，つくし野4号公園東側入口

図
書
館

だ
よ
り’

1日(金)～6日（水）
10:00～19:00

1日は14時から

6日は17時まで

第3回

現代アート°迷D

小宮TEL(83)0892

６
．
釦

TELTELTELTEL
～÷へ一

87898784
－－－ー

0131
9301
0151
9 1 5 0

水

７
。
函

木9日(土)～13日（水）

10:00～19:00

13日は17時まで

クレマチスアート

油彩展

毛利TEL(88)0548

※対象･"4歳から9歳までの方

▼2月のミニギャラリー
８
。
空

金

手工芸連盟作品展示と

市民文化講座体験会(3面無’

阿部TEL(82)8556

16日(土)～18日（月）
10:00～17:00

18日は16時まで

幅
。
訂

水
●

I

科
。
詔

木22日(金)～27日（水）
10:00～17:00

22日は13時から

第13回ぶなの木会展
おさかく

越阪部TEL(82)8525
15

．

3/1

金 －

展示期間…2月13日(水)から3月10日(日)まで

’

テレホンガイド
声の便利帳

TEL(85)5000

ファクスガイド
ファクス優扉鵬
TEL(83)6000

開催日

2月13日(水）

14日(木）

19日(火）

22日(金）

27日(水）

会場

千葉市文化ホール

木更津市民会館

松戸市文化会館

茂原市民会館

成田国際文化会館

定員

500人’
1000人

500人

1000人

1100人

場所

市民会館

布佐分館

げ

湖北台分館

日 時

7日、21日（木）
16:00～16:30

14日、28日（木）
16:00～16:30

8日(金）
16:00～16:20

場所

湖北台
分館

布佐
分館

作品。作者

ﾄールペイント（5点）

「雪景色」「風景」「バラ」（2点）「いちご
のフラワーポット」…関口久実

和紙ちぎり絵(14点）
成田敬子、菅野トシ
菅原君子、金子政江

趙さき子、中村和子ミー
子、小沢マリア・テレサ、
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日
時
３
月
１
日
（
金
）
か
ら
四
日

（
火
）
の
午
前
中
（
木
・
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

※
受
診
日
は
、
男
女
で
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
数
に
よ
り
日
程
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
冑
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

対
象
昭
和
幻
年
３
月
訓
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
市
内
に
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

※
冑
・
十
二
指
腸
疾
患
な
ど
で
治
療

中
、
経
過
観
察
中
の
方
は
ご
遠
慮
く

だ
き
い
。

費
用
５
０
０
円
（
老
人
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
、
世
帯
全
員
が

市
・
県
民
税
非
課
税
の
方
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
無
料
）

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ
ガ
キ

｢－

母
子
・
父
子
家
庭
や
両
親
に
代
わ

っ
て
お
子
ざ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

で
、
そ
の
お
子
ざ
ん
が
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
な
ど
に
入
学
す
る

場
合
や
中
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
す

る
場
合
に
祝
い
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

祝
い
金
の
額
対
象
児
１
人
に
つ
き

１
万
円

対
象
児
平
成
哩
年
３
月
１
日
現
在
、

市
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
し
て
い
る
お
子
ざ
ん
で
、

今
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど

胃
が
ん
検
診

由

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
皆
さ
ん
へ

入
学
・
就
職
祝
い
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

鐘健
震
と
福

１
１

（
１
人
１
枚
・
連
名
不
可
）
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
市
・
県
民
税
非
課
税
の
方
は
右

上
に
大
き
く
「
色
を
明
記
し
、
２

月
７
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北

台
１
の
皿
の
嘔
保
健
セ
ン
タ
ー
垂

（
師
）
１
１
３
１
へ

※
受
診
券
は
２
月
下
旬
に
発
送

日
時
２
月
９
日
（
土
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
４
時

場
所
あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
ー
階
正
面
広
場

問
い
合
わ
せ
我
孫
子
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
壷
（
亜
）
７
９
９
６

柏
保
健
所
が
毎
月
第
３
水
曜
日
に

行
っ
て
い
る
一
般
健
康
相
談
は
、
今

に
入
学
す
る
方
、
ま
た
は
今
年
３
月

末
日
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
し
、
今

年
４
月
に
就
職
す
る
方

対
象
児
の
生
年
月
日

＊
小
学
校
入
学
：
平
成
７
年
４
月
２

日
か
ら
同
８
年
４
月
１
日

＊
中
学
校
入
学
…
平
成
元
年
４
月
２

日
か
ら
同
２
年
４
月
１
日

＊
高
等
学
校
入
学
ま
た
は
就
職
…
昭

和
団
年
４
月
２
日
か
ら
同
唾
年
４
月

１
日

受
給
資
格
者

①
配
偶
者
の
な
い
方
で
、
対
象
児
を

菱
青
し
て
い
る
母
ま
た
は
父

②
対
象
児
を
母
ま
た
は
父
に
代
わ
っ

献
血
に
ご
協
力
を

柏
保
健
所
の

一
般
健
康
相
談
が
予
約
制
に

祉
月
実
施
分
か
ら
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

予
約
は
、
該
当
月
の
１
日
か
ら
健

康
相
談
日
の
前
日
ま
で
電
話
で
受
け

付
け
、
定
員
（
釦
人
）
に
達
し
た
時

点
で
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
柏
保
健

所
疾
病
対
策
課
冥
包
１
２
５
５

戦
没
者
特
別
弔
慰
金

申
請
は
お
早
め
に

対
象
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等

内
親
族
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
（
支
給
順
序
が
最
も
先
の
方
）

○
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
ｎ

年
３
月
五
日
ま
で
の
間
に
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
遺
族
援
護
法

て
養
育
し
て
い
る
方

申
請
方
法
申
請
書
（
子
育
て
支
援

課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

印
鑑
、
受
給
資
格
者
の
銀
行
預
金
口

座
番
号
（
郵
便
局
は
除
く
）
を
用
意

の
う
え
、
３
月
８
日
ま
で
に
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
課
に
母
子
家
庭
の
登

録
を
し
て
い
る
方
に
は
、
地
区
の
母

子
福
祉
推
進
員
が
申
請
書
を
お
届
け

し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
２
月
末
日
ま

で
に
申
請
番
が
届
か
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
き
い
）

申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
子
育
て
支

援
課
・
内
線
３
４
７

障害者自立生活支援
講演会

「自立生活支援プログラム」

の実践や､自立生活者の事例発

表などを行います。

日時2月10日(日)午後1時30

分～4時30分(参加無料）

場所市民会館

講師NPO法人自立生活支援

センター「グッドライフ」（東

久留米市)会員ほか

申し込み不要(直接会場へ）

問い合わせ生活支援課．内線

384

に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
者
が

死
亡
し
て
い
る
○
第
６
回
特
別
弔

慰
金
国
庫
僚
券
の
受
給
権
を
取
得
し

て
い
な
い

支
給
金
額
額
面
酔
万
円
（
６
年
俄

還
の
記
名
国
侭
）

請
求
期
限
平
成
料
年
４
月
１
日

（
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
き
い
）

問
い
合
わ
せ
生
活
支
援
課
・
内
線

３
７
７

県
立
布
佐
高
校
の
生
徒
と
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
布
佐
支
部
（
石
井
千
秋

支
部
長
）
は
、
環
境
美
化
と
青
少
年

の
非
行
防
止
を
目
的
に
、
昨
年
哩
月

晦
日
に
合
同
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行

い
ま
し
た
。
〈
写
真
）

布
佐
高
校
で
は
、
生
徒
の
発
案
で
、

自
高
校
生
と
ボ
ラ
ン

一一

一
』
一

分
た
ち
の

｜
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
一

街
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

テ
イ
ア
が
合
同
で
ク
リ
ー
ン
作
戦

可

年
３
回
独
自
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
。
今
回
は
、
こ
の
話
を
聞
い
た
地

元
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
ざ
ん

が
協
力
す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

当
日
は
、
午
前
、
時
犯
分
に
生
徒

約
１
０
０
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
人

が
布
佐
高
校
に
集
合
。
布
佐
駅
ま
で

の
約
７
０
０
ｍ
を
３
班
に
分
か
れ
て

歩
き
な
が
ら
、
１
時
間
ほ
ど
で
空
き

缶
や
不
燃
物
な
ど
約
９
０
０
蛇
を
回

収
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
、
「
自
分
た
ち

の
街
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ
て

参
加
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
ご
み
が

な
く
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

、

市
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
基
金

の
運
用
益
金
等
を
活
用
し
た
補
助

金
の
対
象
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
の
福
祉
関
係
の
民
間
団
体

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
福
祉

事
業
を
開
始
ま
た
は
拡
大
す
る
と

き
に
、
そ
の
初
期
の
活
動
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

〆

社会福祉事業基金の

運用益金等による補助金

対象団体を募集

ノ

補
助
期
間
最
長
３
年
間

補
助
金
の
額
事
前
協
議
書
を
審

査
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
塗
疋

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
団
体

に
は
、
年
度
終
了
後
に
実
織
と
成

果
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
①
在
宅
福
祉
な

ど
の
普
及
・
向
上
に
関
す
る
事
業

②
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
事
業
③
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化
に
関

す
る
事
業
（
公
募
に
よ
る
一
般
補

助
金
を
受
け
る
団
体
は
対
象
外
）

申
し
込
み
事
前
協
議
書
（
福
祉

総
合
相
談
室
に
用
意
）
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
団
体
の
規
約
、
構

成
員
名
簿
を
添
付
し
て
、
２
月
塑

日
ま
で
に
持
参

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
総

合
相
談
室
・
内
線
４
７
６

、

2月の各種健診と健康教室
保健センターTEL(87)1131日馴日に縮｡鱸になったら

休日診療所へ
▼休日診療所案内図

……~……国遣356号

ぐ

’項目｜ 期 日 ｜ 対 象
_レェ．,竺一’｜群力鳫ﾜ､損～ﾜラ妊娠20週～27週

の方（3日目は
両親、家族）

しあわせ学級

{ﾏﾀﾆﾃｨｸﾗｽ）
1日､8日､15日

4カ月児相談’5日､12日｜平成13年9月生まれ

乳幼児の育児につ
いて相談したい方

育児相談 20日

」
鰯雲j記零著ド

診療科目･･内科。小児科。歯科
受付時間…午前9時から11時30分

午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

持参…健康保険証と診療費

TEL(87)7020(診療時間内のみ）

2月の二次救急病院(休日｡夜間当番病院）

13年8月生まれ(1回目）
13年11月20日に1回目
を投与した方

5日
19日

小児ﾏﾋ生ﾜｸﾁﾝ

(ポリオ)投与
入
口
付
近
だ
け
に
た
ま
る
耳
あ
か

耳
の
穴
（
外
耳
道
）
の
皮
膚
は
、

常
に
鼓
膜
か
ら
外
に
向
か
っ
て
ゆ
っ

く
り
移
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
耳
の
入
口
の
軟
骨
部
と
、

深
い
所
の
骨
部
の
境
で
は
が
れ
落
ち
、

軟
骨
部
に
あ
る
垂
堀
瞬
や
皮
膚
腺
か

ら
出
る
分
泌
物
と
混
ざ
っ
て
耳
あ
か

と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
耳
あ
か
は
耳
の
入
口

付
近
に
だ
け
た
ま
る
の
で
す
。

耳
の
穴
の
奥
は
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に

耳
あ
か
は
、
綿
棒
な
ど
で
耳
の
入

口
付
近
を
掃
除
す
る
だ
け
で
十
分
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

耳
の
奥
は
う
す
い
皮
噛
で
覆
わ
れ

て
い
て
、
大
変
傷
つ
き
や
す
い
の
で
、

さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

駅
⑳
入
口
だ
け
で
十
分
で
す

健
～
耳
あ
か
の
そ
う
じ
～

1歳6力服餓謹

2歳8力朋齢艤’

3歳児健康診査

7日､14日

2旧

7日､14日

12年7月生まれ

11年6月生まれ

10年7月生まれ

離乳食教室
（要予約）

乳児のいる母親
（先着30人）

28日

肩こり｡腰職室'4日､18日､25日|肩こり｡腰痛の方
栄養相談(野約)｜随時｜指導を受けたい方
※該当者で通知が届かない方はご連絡ください

健康づくり
うんどう教室

柏保健所

Ｉ
■
■
■
■
■
ロ
■
■
Ⅱ
■
■
１
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
’
０
１
１
１
１
１
１
１

傷
つ
け
る
と
炎
症
な
ど
を
お
こ
し
、

病
気
の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

せ
ん栓

の
よ
う
に
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら

耳
あ
か
は
自
然
に
も
排
出
さ
れ
る

の
で
、
普
通
は
耳
の
穴
を
ふ
ざ
ぐ
ほ

ど
に
た
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
取
り
に
く
い
耳
あ
か
を

無
理
や
り
取
ろ
う
と
し
て
逆
に
押
し

固
め
て
し
ま
っ
た
り
、
皮
膚
に
炎
症

が
あ
る
と
き
は
、
耳
あ
か
が
栓
の
よ

う
に
、
耳
の
穴
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
ら
、

家
庭
で
取
り
除
く
こ
と
は
む
ず
か
し

い
の
で
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に

か
か
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
会
壷

（
鮨
）
５
５
２
５

※時間
TEL(67)1255

願‘二急病のと蕾・ズTEL(87)11&
、

ズTEL(87)1141

厩雛この広報紙は古紙100％再生紙を使用しています

13日(水）

15日(金）

布佐南公園(雨天時別会場）

天王台西公園(雨天中止）
日

3日

10日

11日

17日

24日

病院名

我孫子つくし野病院

我孫子東邦病院

我孫子聖仁会病院

ｱｺﾀﾄ科鋤ﾀﾄ縮院

平和台病院

電 話

84-2211

82-8166

88-3111

84-7321

89－1111

未熟児等発達相談
(要予約'''地域騨課）

療 育 相 談

アルコール

悩みごと相談

心の健康相高

28日

28日

4日､18日

旧、8日、
15日､22日

発達の遅れが心配な
1歳までのお子さん
整形外科的に心配のあ
る18歳未満のお子さん

アルコール問題を
抱えた本人､家族
精神病､精神神経
症で悩んでいる方


